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今後起こりうることについて あさひ幼全 号外2

新型コロナウイルス感染症につきまして、報道等により皆さま既にご存じか

と思いますが、全国的にここ数日間で感染者数が急激な増加を見せています。

東京都が特に目立っていますが、愛知県もかなり増えてきています。感染経

路が分からない感染者の比率も高まっていますので、老若男女にかかわらず私

たちは「自分も感染しているかも知れない」と考え、日頃から“移されない”

行動と同時に“移さない”行動をとることが大切です。

なお、園では、教職員の毎朝の検温・マスク着用をはじめ、園全体ではこま

めな手洗いと手指消毒、咳エチケットの指導･実施、窓の開放、学年や園全体

での集合活動の自粛、通園バスでは窓を開放して着座間も空ける、などを講じ

てまいりますが、感染リスクの軽減にはなっても完全ではありません。

そのため、今後起こりうることにつきましてまとめましたので、ご確認いた

だきますようよろしくお願いいたします。

当園在園児または教職員の感染が分かった場合

園は県や市の指示を仰ぎながら状況の把握に努め、園内での行動・接触者の

数・地域の状況・感染経路の明否、等を総合的に判断し、感染者および濃厚接

触者の出席停止、または臨時休園になります。

当園在園児または教職員が濃厚接触者と判断された場合

該当者は出席停止になります。

当園在園児または教職員の家族(本人以外)が濃厚接触者と判断された場合

園へ報告・相談いただき、必要とあらば出席停止にします。

｢緊急事態宣言｣が出された場合

どのような対応になるのか具体的にはまだ分かっていません。おそらく２月

の要請よりは強いものとなりますので、一定期間の休園はやむを得ないかも知

れません。

【強くお願いしたいこと】

いずれ私たちの誰かが感染してしまい、結果として感染を広げてしまうこと

があるかと思います。新型コロナウイルスは通常の風邪と区別がつきにくいう

え、無症状でも他者に移ってしまう特性をもつので、どれだけ気をつけていて

も罹患し、広げてしまうことが考えられ、それは誰にでもあり得ます。

誰が感染しようとも、その方の辛さを察することはあっても、決してその方

を誹謗中傷する、またそのように思うことの無いようお願いいたします。


